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HRM擁壁　施工性の特長 HRM擁壁　性能の特長
HRM擁壁Ⅰ型は、施工性が今までの型枠CB擁
壁と違い、飛躍的に施工時間を短縮することが
できます。

今までの型枠CB擁壁では、最大高低差が2.6mまで
でしたが、HRM擁壁Ⅰ型なら3.0mまで可能になり、
大地震にも対応。CP型枠Ⅲ型擁壁ではブロック上
にフェンスを設置できなかったのですが、HRM擁壁
Ⅰ型ではフェンス付ブロック塀ができるようになり、
底版が長く、竪壁が厚かったのを底版が短く、竪壁
を薄くいたしました。

※ウェブにある横筋ホルダーに置いて
　頂くだけの簡単な施工です。

ハンチ用ブロック
薄い

短い

宅地

宅地

立ち上りは約600mm以上で
縦筋は継ぎ手

フェンス付
ブロック塀

宅地

宅地

透水マット

※縦筋は竪壁完
　成後、空洞部に
　落とし、上端・下
　端のみを結束。

約600mm以上

控え壁を必要としない自立塀 　空洞ブロックを必要とする控え壁がＲＭ自立塀には必要
ないため、スペースを有効に使えます。

従来の空洞ブロックの場合、1.2
ｍを超える壁には、補強のため
の控え壁が必要です。

強固な構造により、2.6ｍ（見付け
高さ）の高さまで控え壁の設置が
必要ありません。
また、消防法の規定による、耐火
壁にも使用できます。

　
建
築
用
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
や
Ｈ
Ｒ
Ｍ
擁

壁
用
型
枠
ブ
ロ
ッ
ク
（
Ｒ
Ｍ
型
枠
）
な
ど
の
製
造
、

販
売
を
手
掛
け
る
㈱
唐
津
シ
ー
ビ
ー
（
唐
津
市
北

波
多
、
大
野
雅
由
社
長
）
は
、
住
宅
敷
地
の
造
成

な
ど
で
使
用
す
る
国
土
交
通
省
大
臣
認
定
擁
壁

「
Ｈ
Ｒ
Ｍ
擁
壁
Ⅰ
型
Ｒ
Ｍ
型
枠
」
の
製
造
販
売
を

行
っ
て
い
る
。
施
工
が
簡
単
で
、
大
地
震
に
も
対

応
し
て
お
り
、
頂
部
に
ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
フ
ェ
ン
ス

を
設
置
で
き
る
た
め
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
デ
ザ
イ

ン
が
可
能
。
大
手
住
宅
メ
ー
カ
ー
か
ら
も
注
目
さ

れ
る
製
品
で
、
問
い
合
わ
せ
も
多
い
。

国土交通省大臣認定擁壁 大地震対応型

HRM 擁 壁 I 型

・縦筋（主筋）ポストセット後施工落し筋
・擁壁の裏面の透水層には、透水マット使用

・大地震対応型
・底版と前壁の接合部には、あんしん鉄筋を使用

・頂部にブロック塀やフェンスを設置できます
・地質地形様々な敷地条件に合わせた築造が可能

　
同
社
で
は
、
地
震
に
強
い

「
Ｒ
Ｍ
自
立
塀
」
も
製
造
販

売
し
て
い
る
。
空
洞
ブ
ロ
ッ

ク
の
代
わ
り
に
Ｒ
Ｍ
型
枠
を

使
用
す
る
こ
と
で
Ｒ
Ｃ
造
と

同
等
の
地
震
に
強
い
塀
が
で

き
る
。

　
Ｒ
Ｍ
型
枠
は
積
み
上
げ
た

ブ
ロ
ッ
ク
自
体
が
型
枠
と
な

る
も
の
で
、
そ
の
中
に
コ
ン

ク
リ
ー
ト
を
充
填
す
る
こ
と

に
よ
り
ブ
ロ
ッ
ク
が
一
体
化

し
、
Ｒ
Ｃ
造
と
同
等
の
強
度

を
持
っ
た
塀
と
な
る
。
型
枠

工
事
が
不
要
の
た
め
、
効
率

が
良
く
、
使
い
捨
て
型
枠
を

使
わ
な
い
の
で
二
酸
化
炭
素

の
排
出
量
削
減
も
可
能
で
、

エ
コ
な
省
力
化
工
事
で
施
工

が
可
能
。

　
ま
た
、
控
え
壁
を
必
要
と

し
な
い
の
で
、
ス
ペ
ー
ス
を

有
効
に
使
う
こ
と
が
で
き
、

既
存
の
古
い
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の

リ
フ
ォ
ー
ム
に
最
適
。
ブ
ロ

ッ
ク
を
互
い
違
い
に
積
ん
で

い
く
、
馬
目
地
ス
タ
イ
ル
の

塀
も
施
工
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

　
両
製
品
の
営
業
を
担
当
す

る
冨
永
啓
太
営
業
本
部
長
は

「
Ｈ
Ｒ
Ｍ
擁
壁
用
Ｒ
Ｍ
型
枠

は
、
特
に
現
在
九
州
で
ブ
ロ

ッ
ク
製
造
を
し
て
い
る
多
数

の
メ
ー
カ
ー
に
注
目
さ
れ
始

め
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
は
建

築
用
空
洞
ブ
ロ
ッ
ク
に
替
わ

る
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て
、
九
州

の
ブ
ロ
ッ
ク
業
界
で
の
シ
ェ

ア
を
拡
大
す
る
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。
『
よ
り
良
い
製
品

を
円
滑
な
流
通
に
よ
っ
て
』

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
こ
れ
か
ら

も
送
り
届
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
」
と
話
す
。

　
Ｈ
Ｒ
Ｍ
擁
壁
Ⅰ
型
は
、
縦

筋
の
立
ち
上
が
り
が
約
６
０

０
㍉
で
縦
筋
の
継
ぎ
手
が
可

能
と
な
る
た
め
、
振
れ
止
め

が
不
要
。
縦
筋
が
立
っ
て
い

な
い
の
で
ブ
ロ
ッ
ク
積
み
が

容
易
と
な
り
、
横
筋
も
ウ
ェ

ブ
に
あ
る
フ
ォ
ル
ダ
ー
に
置

く
だ
け
の
簡
単
施
工
。
擁
壁

を
積
み
上
げ
て
か
ら
、
縦
・

横
筋
と
立
ち
上
が
り
筋
の
結

束
を
行
う
。

　
ま
た
、
ハ
ン
チ
の
施
工
で

も
ハ
ン
チ
用
ブ
ロ
ッ
ク
を
設

置
す
る
だ
け
で
、
型
枠
が
不

要
と
な
り
、
宅
地
側
の
擁
壁

面
に
透
水
マ
ッ
ト
を
貼
り
付

け
る
こ
と
で
透
水
層
を
施
工

す
る
。
こ
の
た
め
、
従
来
の

擁
壁
と
比
べ
、
飛
躍
的
に
施

工
時
間
を
短
縮
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
同
擁
壁
は
最

大
高
低
差
３
㍍
ま
で
施
工
が

可
能
で
、
底
版
と
前
壁
の
接

合
部
に
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
塗
装

鉄
筋
（
あ
ん
し
ん
鉄
筋
）
を

使
用
し
て
お
り
、
熊
本
地
震

や
東
日
本
大
震
災
な
ど
の
大

地
震
（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
６

以
上
）
に
も
対
応
し
た
大
臣

認
定
工
法
と
な
る
。
擁
壁
の

頂
部
に
は
フ
ェ
ン
ス
付
ブ
ロ

ッ
ク
塀
が
取
り
付
け
可
能

で
、
底
版
が
短
く
、
堅
壁
が

薄
い
の
も
特
長
だ
。

　
同
社
の
大
野
社
長
は
「
我

々
は
『
常
に
良
い
製
品
を
』

『
常
に
創
意
工
夫
改
善
を
』

『
自
分
の
仕
事
に
責
任
を
』

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
コ
ン
ク
リ

ー
ト
業
界
の
一
流
を
目
指
し

て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
、
唐

津
ブ
ラ
ン
ド
の
品
質
向
上
の

た
め
に
、
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
て
い
け
る
よ
う
に
邁
進

し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て

い
る
。




